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本
小
特
集
は
、
平
成
二
九
年
十
一
月
二
六
日
に
立
教
大
学
で
行
わ
れ
た
、
日
本

近
代
文
学
会
十
一
月
例
会
「
第
三
回

国
際
研
究
集
会
」
に
お
け
る
パ
ネ
ル
発
表

「
村
上
春
樹
「
騎
士
団
長
殺
し
」
―
〈
メ
タ
・
テ
ク
ス
ト
性
〉
と
「
物
語
」
の
そ

の
先
―

（
代
表
者

山
根
由
美
恵
）
を
元
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
パ
ネ
ル
発
表

」

の
要
旨
・
前
半
部
を
以
下
に
抜
粋
す
る
。

（

）

http://am
jls.w

eb.fc2.com
/PD

F2017/2017kokusaiyoushi.pdf

＊

村
上
春
樹
文
学
は
現
在
翻
訳
言
語
が
五
十
以
上
と
な
り
、
そ
の
国
際
性
が
際
立

っ
て
い
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の
事
態
と
連
動
し
て
、
村
上
文
学
研
究

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
膨
大
な
研
究
成
果

は
現
在
一
元
化
し
て
把
握
で
き
る
段
階
に
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
優
れ

た
研
究
活
動
が
積
極
的
に
「
交
流
」
す
る
こ
と
は
未
だ
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
日

本
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
基
盤
整
備
が
進
ま
な
か
っ
た

、

、

点

学
会
と
い
う
場
で
の
パ
ネ
ル
発
表
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
な
ど

世
界
へ
の
発
信
が
弱
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

本
パ
ネ
ル
で
は
二
〇
一
七
年
二
月
刊
行
、
村
上
春
樹
「
騎
士
団
長
殺
し
」
を
取

り
上
げ
る
。
既
に
書
評
な
ど
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

「
騎
士
団
長
殺
し
」
は

、

こ
れ
ま
で
の
村
上
文
学
の
要
素
が
多
く
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
村
上
が
自
身
の

物
語
を
メ
タ
レ
ベ
ル
か
ら
捉
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
〈
メ
タ
村
上
春
樹
テ

ク
ス
ト
〉
と
言
え
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
来
一
貫
し
て
「
物
語
」
の
重
要
性
を
表

明
し
て
き
た
村
上
は
、
三
十
数
年
を
経
て
テ
ク
ス
ト
自
体
が
そ
の
仕
組
み
に
つ
い

て
自
己
言
及
的
な
〈
メ
タ
・
テ
ク
ス
ト
〉
に
辿
り
着
い
た
。
こ
れ
は
、
激
変
す
る

世
界
情
勢
の
中
で
、
現
代
に
お
け
る
「
物
語
」
と
し
て
相
応
し
い
強
度
を
持
つ
も

の
な
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
・
台
湾
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
国
は
分
か
れ
て
い
る
が
、
本
パ
ネ
ル
メ
ン
バ
ー

「

」

。

は
こ
れ
ま
で

物
語

を
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
村
上
文
学
を
論
じ
て
き
た

村
上
文
学
の
「
物
語
」
性
は
、
国
と
い
う
枠
を
越
え
積
極
的
な
研
究
「
交
流
」
を

す
る
上
で
も
、
有
効
な
概
念
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
今
回
、
本
作
の
〈
メ
タ
・
テ

ク
ス
ト
〉
性
に
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り
、
村
上
文
学
の
可
能
性
と
限
界
、
お
よ
び
現

代
に
お
け
る
「
物
語
」
性
に
つ
い
て
発
表
を
行
う
。
そ
れ
は
世
界
的
に
注
目
さ
れ

て
い
る
本
作
を
国
際
研
究
集
会
と
い
う
場
で
い
ち
早
く
世
界
へ
発
信
す
る
と
い
う

意
義
も
持
つ
。

＊

パ
ネ
ラ
ー
は
四
名
で
あ
り
、
本
小
特
集
に
お
い
て
も
パ
ネ
ル
発
表
順
に
掲
載
し

た
。
パ
ネ
ル
後
に
発
表
さ
れ
た
研
究
を
反
映
さ
せ
た
り
、
時
間
の
関
係
で
発
表
に

組
み
込
め
な
か
っ
た
部
分
を
深
化
さ
せ
る
と
い
っ
た
形
で
、
全
て
の
論
考
が
パ
ネ

《
小
特
集
》「
村
上
春
樹
「
騎
士
団
長
殺
し
」
―
〈
メ
タ
・
テ
ク
ス
ト
性
〉
と
「
物
語
」
の
そ
の
先
―
」

　
　
　

は 

じ 

め 

に

山　

根　

由
美
恵
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ル
発
表
の
成
果
を
深
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
日
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ

ン
ト
で
あ
っ
た
跡
上
史
郎
氏
も
自
ら
の
論
考
を
寄
稿
し
た
。
以
下
、
各
論
者
た
ち

の
論
考
と
小
特
集
の
流
れ
に
つ
い
て
、
簡
単
に
記
す
。

台
湾
・
淡
江
大
學
村
上
春
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
の
内
田
康
氏
は
こ
れ
ま
で
村
上
文

学
を

〈
王
＝
父
殺
し
〉
の
「
物
語
」
と
い
う
側
面
か
ら
分
析
し
て
き
て
お
り
、

、

本
作
で
は

父

と
い
う
存
在
と

薔
薇
の
騎
士

に
考
察
の
基
点
を
置
く

騎

「

」

「

」

。「

士
団
長
殺
し
」
は
〈

父
」
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
〉
の
可
能
性
と
不
可
能
性
に

「

関
し
て
問
題
提
起
し
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
試
行
の
深
ま
り
が
あ
る
と

論
じ
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
研
究
者
で
あ
る
ダ
ル
ミ
・
カ
タ
リ
ン
氏
は
、
テ
ク
ス
ト
を
一
九

二
〇
〜
三
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
や
芸
術
に
見
出
さ
れ
る
「
マ
ギ
ッ
シ
ャ
ー

レ
ア
リ
ス
ム
ス
／
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
の
関
係
で
分
析
す
る
。
ま
た
、
テ
ク

ス
ト
は
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
物
語
で
あ
る
と
指
摘
し
、

テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
面
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

山
根
は
、
メ
タ
化
の
試
み
と
家
族
と
い
う
「
連
帯
」
の
結
末
に
対
す
る
違
和
感

を
、
物
語
の
構
成
や
〈
メ
タ
・
テ
ク
ス
ト
〉
の
本
義
で
あ
る
「
批
判
的
再
創
造
」

。

、

、

の
点
か
ら
考
察
す
る

ま
た

結
末
部
に
描
か
れ
た
三
・
一
一
の
扱
い
に
つ
い
て

他
の
「
震
災
後
文
学
」
と
比
較
し

「
騎
士
団
長
殺
し
」
は
「
震
災
後
文
学
」
た

、

り
得
て
い
な
い
と
述
べ
る
。

物
語
構
造
論
（
話
型
論
）
を
展
開
し
て
き
た
平
野
芳
信
氏
は
、
村
上
は
本
質
的

に
「
短
篇
小
説
作
家
」
で
あ
る
と
捉
え
、
短
篇
と
長
篇
さ
ら
に
は
そ
の
中
間
の
形

態
と
し
て
の
連
作
短
篇
集
と
い
う
「
物
語
」
の
試
行
錯
誤
の
末
に
「
騎
士
団
長
殺

し
」
は
生
ま
れ
た
と
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
本
作
は
村
上
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
達

成
で
あ
る
と
積
極
的
な
評
価
を
行
う
。

跡
上
史
郎
氏
は

「
二
世
の
縁

、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
け
る
オ
ル
ペ
ウ
ス
の
挿

、

」

話
と
い
っ
た
プ
レ
テ
ク
ス
ト
、
ま
た
「
紋
中
紋
」
の
よ
う
な
構
造
的
観
点
か
ら
分

析
を
行
い

「
諸
君
」
の
対
象
を
読
者
に
ま
で
広
げ
、
村
上
が
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ

、

ン
と
い
う
方
法
で
、
作
中
画
『
騎
士
団
長
殺
し
』
を
観
る
作
中
人
物
と
小
説
『
騎

』

。

士
団
長
殺
し

を
読
む
現
実
の
読
者
を
繋
い
で
い
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す
る

「
騎
士
団
長
殺
し
」
は
〈
メ
タ
村
上
春
樹
テ
ク
ス
ト
〉
と
し
て
の
新
局
面
を
示

唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
従
来
村
上
が
書
い
て
き
た
「
物
語
」
と
の
関
係

性
、
現
代
に
お
け
る
有
効
性
に
お
い
て
謎
の
多
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
本
小
特
集

に
お
い
て
も
、
内
田
氏
・
平
野
氏
・
跡
上
氏
は
評
価
の
方
向
、
ダ
ル
ミ
氏
・
山
根

は
疑
問
を
呈
し
て
お
り
、
論
者
に
よ
っ
て
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
。
今
回

『
近

、

代
文
学
試
論
』
に
お
い
て
小
特
集
と
い
う
場
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
。
本
小
特
集

は
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
解
釈
の
多
様
性
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
同
時
代
の
テ
ク

ス
ト
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
議
論
す
る
意
義
を
示
す
一
試
行
で
あ
る
。
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